はしたの数はどうするの？

小数（４年）

萩・長門・大津・阿西地区

Ⅰ　課題
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Ⅱ　　課題について

課題解決に迫るための研究の視点

研究の視点について

　「視点１　算数を楽しむことができるための支援と評価」

　子供が“算数を楽しんでいる”とは、必死になって問題を解いている姿、友達に分かったことやできたことを伝えている姿、実際に生活の中で使っている姿であろう。算数の活動を楽しく行うためには、「わかる」「できる」と子供自身が感じることが大切である。問題に対し、様々な角度から自分なりの答えをもつことができ、その答えに対し満足感や達成感を感じることが必要である。また、友達とのコミュニケーションを深めながら、自分や他者の思いや考えが分かったり，それらを比較できたりしているかを見極めながら進めていく。その中でそれぞれの活動における達成感や満足感が得られれば、算数を楽しんだといえる。そこで，次のような支援・評価を行い，子供がどのように良さを感じているかを把握し，それを活用しながら授業を展開していく。

· 取り扱う内容を日常生活や自然現象と結びついたものとし，必要感や目的意識を持たせる。

· 自分の課題に対する答えを確実に出すための時間と場を十分に保障する。

· 自分と友達の意見を交換する場を設定し，お互いの考えについて話し合い，その結果をもとに自分なりの解決方法を見つけさせる。

· 自己評価，相互評価を取り入れる。

　　「視点２　基礎・基本をより確かなものにするための支援と評価」

　　基礎・基本をより確かなものにするためには、小さいステップで繰り返し指導していくことが大切である。また、教師が子供の取り組みに対し、細かな部分まで評価をしていく必要がある。そこで、次のような支援・評価を行う。

· 内容の系統性を考え，学習した事柄を基にして次の課題が立てられるような流れを組む。

· 「問題を把握する・見通しを立てる・追究する・表現する・まとめる・発展させる」の手順で授業を構成する。

· 授業の中でスモールステップを組み、児童の考えや知識を確認しながら進めたり、授業の中で段階を追って進めたりする。

Ⅲ　指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　単元名　「はしたの数はどうするの？」

２　指導者　向津具小学校　教諭　伊藤　幹哲

３　単元について

　　本学級の児童は，人数が９名という少人数の学級である。小さい頃から同じ環境の中で育ってきた子供たちは、仲が良い反面ある程度の固定観念があり、友達の意見に反論したり、別の考えをもったりすることは苦手である。そのため、多方面から考える楽しさを学び、生活の中に生かしていく必要がある。

算数が「好き」と答える児童が６名，「嫌い」と答える児童が３名いる。好きな理由としては，計算が好きという回答が最も多かった。４年生になり、朝学の時間に自分たちで宿題の答え合わせやプリント学習を行い、解き方や考え方をクラスのみんなで確認するという習慣がついたことと、授業の始まりに５分間テストを毎時間行い、徐々に解ける楽しさやできる楽しさを感じていることが結果につながっていると考える。嫌いな理由としては，計算がこんがらがってしまう、言葉にひっかかってしまう、あまり分からないという回答があった。やはり、学力の高くない児童にとっては文章題や複雑な計算は嫌なものとしてあるようである。 

　　児童は，「小数」を学習することは初めてである。しかし、日頃の生活の中でペットボトルの表示や電子体温計、気温や距離、身長や体重など、数多く目にし自然と口に出して使っており、子供たちにとっては身近な数字の表示の仕方である。 

· 　本単元は，測定値の端数部分を表す数として、小数第１位までの小数を導入し、これを用いて小数の仕組みや加減計算をする。私たちの身の回りの、魚や果物のように一つ一つが分かれていて、ばらばらに離れているものは整数だけで数えることができる。しかし、一つながりになっている水やジュースなどの量は、そのままではその量がどれだけあるか数で表すことができないので、何らかの単位を設けてはからなければならない。たとえば、容器の中の水の量がいくらあるかを知りたい場合には、水の量をはかるのに適した単位を使ってはかるが、いつも○ｄｌのようにきっぱりとはかり切れるものではない。普通、はんぱが出てくる。このはんぱの部分も数で表すために小数が生まれてきた。このはんぱの数を表す小数は、一つの単位を表すはかりがあれば、どんな数でもある程度正確に表すことができる。はんぱな量ができた場合に、単位を１０等分した新しい単位ではかることにより、どのような量でも一つの単位で表すことができる。小数は整数の拡張であるので、整数と同じ十進法で表されるため大小の比較や計算も手際よく合理的に処理できる。また、表し方も複名数で表すのではなく、単名数で表すので、簡潔、明快に表現でき、量も捉えやすくなると考える。

· 指導にあたっては，実際に計量する操作活動を行う活動を多く取り入れることにより、小数の必要性

を感じさせながら活動をさせたい。合わせて、操作活動を行いながら具体的な量感を身に付け、数直線や計算など抽象的な数として小数を認められるように進めていきたい。実際の操作活動では、できるだけ１人で考える場面を多く設定し，１人で考えたことを，グループで話し合ったり、みんなに伝えたりするなかで疑問に思ったことや発見したことを大切にしながら学習を進めていきたい。その過程においては，興味を喚起するための操作活動だけでなく具体的操作を通して思考を深めることができる時間を取り入れていきたい。また，児童同士が話し合うことのできる時間を十分保障することで，児童の多様な考えを引き出すようにしたい。

　　評価については、各時間のスモールステップ（教材の順序性、子供が概念を獲得する順序性、教師の指導の順序性）を把握し、算数的活動を通して一場面ごとに観察や記録を○をつけながら行い、子供たちの意欲を維持・持続させたい。

４　単元の目標

· 単位量に満たないはしたの部分の大きさを小数を用いて表すよさに気づき、進んで用いようとする。

· 小数の意味、表し方、読み方、大小関係がわかる。

· 小数のたし算とひき算の計算方法がわかり、加減計算ができる。

５　指導計画（別紙）

６　本時案（第３次　１／３）

（1） 主眼　小数の大きさ比べゲームを行いながら、小数の大きさを比べるコツを見つけることができる。　　　　

（2） 準備　カード（CMを単位にした小数の数字カード１５枚×３セット）、数直線、数え棒

（3） 学習過程

	学習過程・学習内容
	楽しく活動する子供の意識の流れ
	○教師の支援　☆評価

	１　小数の見方について確認をする。


２　小数の大きさ比べゲームのルールを知る。


３　小数の大きさ比べゲームを一度行い、問題点や疑問点について考える。


４　小数の大きさ比べゲームを行う。


５　小数の大きさを比べるときのコツについて考え、発表する。


	・小数ははんぱな数がでたときに使うんだったね。

・水筒の水は５．６ｄｌだったね。

・「ごーてんろくデシリットル」と読むのだったよね。

・０．１が１０集まったら１になるのだったね。

・ものの長さも小数で表すことができるのだったね。

・今日は小数を使ったゲームなんだね。


・なかなか簡単そうだね。

・やってみようよ。

・わからないことがあったら後で考えるといいね。

・１．２と１．３は１．３が大きいよね。

・１．１と０．９は１．１が大きいでいいのだよね。

・２．８と３はどっちが大きいの？

・数直線に表して考えてみようよ。

・ぼくは数え棒で考えてみるね。

・数直線に表すとわかりやすいね。

・どちらが大きいかわからなくなったら数直線に小数を書いて比べながらゲームをするといいね。

・よし、今回は勝ったぞ。

・今度は負けないように出し方を工夫するぞ。

・整数の部分が違ったら、整数の大きいほうが勝ち。

・整数の部分が同じだったら、小数の部分の数が大きいほうが勝ち。

・小数は０．１がいくつあるかで考えると整数になって比べやすくなったよ。


	○クイズ形式で小数に関する問題を出すことにより、既習の内容を復習・確認できるようにする。

☆小数の意味・小数点・小数第一位などの用語を理解しているか。（知識・理解）

☆小数は単位を１０等分してできたものだと理解しているか。（知識・理解）

○ゲームの説明を見通しがもてるように整数で確認しながら行う。

☆整数の大きさが比べられるか。（思考・判断）

☆整数を順序よく並べることができるか。（表現・処理）

○一度ゲームを行い、わからない点や難しい点について話し合わせ、小数の大きさを比べるときの方法について見つけさせる。

☆ゲームから、小数の大きさ比べでわからないところが自分で見つけられるか。（思考・判断）

☆小数を数直線や図、数え棒を利用しながら表すことができるか。（表現・処理）

☆説得力のある説明ができるか。（思考・判断）

○子供たちがゲーム中に困ったときや問題が起きたときには、子供たちの輪の中に入り、数直線や図を使いながら大きさを確認する。

☆小数の大きさを比べられているか。（知識・理解）

☆数直線や図を使い、小数の大きさを確認しながらゲームを進めているか。（関心・意欲・態度）

○小数を比べているときに考えていることを書かせたり、発表させたりすることにより、ゲームをしながら小数に対してもった知識を明確にする。

☆小数の大きさを比べるコツを説明ができるか。（表現・処理）


Ⅳ　考察

（1） 算数を楽しむことができるための支援と評価について

単元を通して日常生活や自然現象と結びついたものにするために、単元の初めに各自の水筒の水の量を計って、正確に表現する活動を仕組んでみた。実際にdlマスで計ると必ずはしたの数が出る。これを簡単に分かりやすく、いつでも使えるように表現できることが小数の意味や使い方を理解する上で大事である。子供たちは、実際に計ったものを自分なりに表現するときには、実際にマスを図に表し、それを数字に置き換えるなかで、小数の必要性をしっかりと感じることができた。

学習の終わりに自己評価カードに満足度や感想、新しい発見、がんばっていた友達を記入させ、その日の子供たち自身の気持ちを確認した。子供たちの書いた結果は次の時間に発表し、意欲を高めるために使用した。特に、がんばっていた友達の欄に書いてあった名前や内容を大事にし、友達にコピーをして渡すことで新たな意欲や思いが湧き、活動への取り組む姿勢が高まった。

（2） 基礎・基本をより確かなものにするための支援と評価について

子供たちの評価はスモールステップで行うように心がけ、授業を組み立てていった。特に小数では、整数の考え方が基になるので、整数の簡単な計算や大きさ比べ、数直線上での位置などを確認しながら進めていくことで、小数も整数と同じ考え方で扱うことができることを自然と感じていた。また、既習の学習がどれだけ定着しているかを確認し、定着できていない子供には、授業に必要な内容を改めて定着させるために、クイズ形式で振り返る活動を取り入れた。クイズ形式にすると簡単な問題から難しい問題まで子供たちの思考に合わせて楽しく取り組むことができた。フリップを使うため、視覚的に捉えることができ量感をもたすこともできたと思う。子供たちがノートを使い、考える活動では、赤ペンを持ち、一人一人の考えを見ながら評価基準と照らし合わせ、よいところには丸やアンダーラインを入れ、考えることが難しい子供には問いかけながらヒントを与えていった。９人の子供たちなので、一人一人に対し褒めたり、考えを把握したりすることも困難でなく、授業を進めていく上で子供たちの考えを広めていく形がとれ非常に効果があった。

どの評価においても、丸の数やゲームで勝った者などをシールに置き換えて貼り、子供たちのがんばりが一目でわかるような工夫を試みた。小数の授業でもノートや評価カードを見ながら、自分のがんばりをシールに代え、自分のシールの数に満足したり、友達と競争したりしながら楽しんでシールを貼る子供たちの姿を見ることができた。スモールステップで評価することで、算数の苦手な子供にもいろいろな場面で答えることやがんばって取り組むことができ、シールも増えていくので、子供たちも精一杯取り組んでいこうとする気持ちも生まれ、非常に効果的だと感じた。

算数を楽しむ子供を育てる


～基礎・基本をより確かなものにする評価のあり方～











　算数的活動を通して，算数を楽しみながら基礎・基本をより確かなものにするにはどのような支援・評価をすればよいか。　








小数の大小関係


様々な場面での小数、整数の比べ方








３人一組で好きな単位の小数カードを選び、５枚ずつみんなに配る


５枚のカードの中から一枚選んで出す。


一番大きい数が出た人が勝ち


何か問題が起きたらグループで考えるかみんなに聞いてみる。





小数のよみ方や表し方


小数の言葉の意味











ゲームができる喜び


整数の比べ方








ゲームに対する見通しのもち方


大小の分からない小数














小数の大きさを比べるときのコツ


友達の考えのよさ











